
令和３年 10 月作成 

 

代表者 油井
ゆ い

幸子
さ ち こ

さん（講師）【唄】 

事務局 

お囃子
は や し

 山田博章さん 【三味線、尺八、横笛】 

阿部春
しゅん

幸
こう

さん 【尺八】 

及川正時
まさとき

さん 【三味線】 

会 計 小野寺和子さん（元看護師） 

連絡窓口 山田博章さん 

開催日時 毎月第３金曜日 10：00～16：00 

開催場所 えさしクリーンパーク（江刺岩谷堂字大沢田 172-3） 

参加対象 60 歳以上 お住まいの地域に制限なく参加可能 

参加者 

・60～90 代が参加（最高齢：96 歳）  
・取材日の参加人数：11 名 
・参加者（事務局含み）のお住まいの地域 
  江刺（梁川、米里、広瀬、岩谷堂）、水沢（佐倉河）、胆沢（南都田、若柳） 

参加費 900 円（入館料、部屋代、講師代含み。参加人数により金額の変動あり） 

   

  

 

 

基 本 情 報 

〇市社会福祉協議会より『梁川民謡同好会』に、大岳温泉跡地(江刺梁川)の大岳高齢者生きがい 

センターでの講師依頼があった。依頼時、会長であった桐田俊男さんが、参加メンバーの油井 

幸子さんに講師を依頼し活動を始めた（活動開始時期は不明だが、30 年位続く活動） 

〇開催当時の参加者は 30 名程。江刺(梁川、広瀬、米里)、胆沢、東和町と市外からの参加者も居た 

〇現在と変わらず、毎月第３金曜の 10：00～16：00 に開催。ゆっくりとした活動とし、昼は皆で 

雑魚寝して昼寝をしたりもした 

〇大岳高齢者生きがいセンターでの市社会福祉協議会の事業が無くなった後も、会場をえさし 

クリーンパークに移し活動を継続している 

〇現在、『梁川民謡同好会』は、『大岳高齢者民謡同好会』と名称を改め活動している 

 

活動をはじめた「きっかけ」と「経緯」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

～奥州市では活動を取材させていただき、地域での支え合いを見える化してお伝えしていきます～ 

参加者の声 

活動内容と活動の様子 

10：00 受付、準備 

10：30 発声曲 

（開催者が黒板に記入した曲を謡う） 

12：00 昼食・休憩 

     （会話を楽しむ人、入浴する人、昼寝をする人と個々の 

時間を満喫） 

13：30 リクエスト曲 

     （参加者が各々自分の謡いたい曲をお囃子
は や し

に伝え伴奏し 

てもらう） 

 ※午前午後共に途中休憩があり、会話を楽しみながら、ゆっくりとし

た時間を過ごす 

 ※午後のリクエスト曲では、参加者に謡うことを強要してしない。 

  唄を謡わない人は、他者の唄に合わせて手拍子、手踊りして楽しむ

人も居る 

        

開催者の声 

90 代）乗せて来てくれる人がいるから来ることができる 

60 代）42 歳の厄年をきっかけに民謡を始めた。ここには今年から参加している。コロナ禍で開催

されなかった期間、ここに来ることを夢にまで見て楽しみにしていた 

70 代）謡うのが生きがい 

〇コロナ禍でなかなか活動ができず、3 ヶ月振りに開催することがで

きた 

〇趣味で三味線を始めたのは 38 歳。本格的に力を入れたのは 60 歳か

らである。民謡は奥が深く、80、90 代になっても学べると感じて

いる 

〇民謡をしていることで人との出会いがある 

〇参加者から「月の開催回数を増やしてほしい」という声もあるが、

開催者側としては他の活動との絡みを考えると月１回がベストと考

えている 

〇同好会参加者とは長い付き合いで家族のような感じで、活動もアッ

トホームな雰囲気である 


